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はじめに 

 

 

財団法人 C.W.ニコル・アファンの森財団は 2009年 5月 31日で設立丸 8年を迎えました。 
特に本年度は神奈川県の麻布大学と、アファンの森の再生をより学術的な視点で評価し、

また教育の場としても活動することを目的に学術交流協定を結びました。長年に渡る地道な

森の再生活動を、評価していただいた結果と受け止めております。 
 
アファンの森財団の活動は、荒廃した日本の森を再生することを目的に、現理事長である

C・Wニコルが 1986年より飯縄山麓に位置する 30年以上放置された里山（長野県上水内郡
信濃町）を少しずつ買い取りはじめたことが始まりです。その第一歩はわずか 0.2 ヘクター
ルほどの土地からでした。その後 17年間少しずつ買い取り、2002年の財団設立時には約 9.6
ヘクタールとなりました。 
現在では、多くの方のご協力により設立当初の 3倍である約 29.7ヘクタールの土地におい
て森の再生活動が広がるにいたりました。また、「トラスト」、「森林整備」、「調査研究」の森

の再生に関わる活動に加え、豊かになりつつあるアファンの森を「利用する（活かす）活動」

を実施するに至っております。 
ここまで財団が成長できましたのも、皆様の変わらぬご支援の賜物と実感しております。

この場をお借りしまして、あらためて御礼申し上げます。 
 
この報告書は、2009年度の活動についての概況をまとめ、お伝えするものです。 
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１ 組織  

 

 

(ア) 会員状況 
 

 口数 金額 
賛助会員 196 口 9,800,000 円 
アファン会員 817 口 4,085,000 円 

 

会員口数の変遷

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

アファン会費 賛助会費

253

510 534
610

817 817794
740

196

7860
156176

8574 102

 
 
 

(イ) 役員等（敬称略・順不同） 
 
理事・幹事・評議員 
 理事長    Ｃ.Ｗ. ニコル        評議員      梅崎 義人 
 専務理事   森田 いづみ                 大熊 孝 
 常務理事   松木 信義                             関口 鉄夫 
 理 事      大槻 幸一郎                           瀬田 信哉 
           金子 与止男                           武田 徹 
            谷  達雄                           茅野 實    
           野口 理佐子                          星野 佳路 
           高見 裕一                             前河 正昭 
         林  秀剛                             前田 利彦 
           山瀬 一裕                             横谷 幸 
           アリスター・ドライバー         狩野 土 
監 事       畠田 洋平                                   
           吉田 寛   
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２ 会議 
 

 

(ア) 理事会 
 
○ 日時     2009年 5月 21日（木） 13：30～15：20 
○ 出席者数   理事総数 11名 幹事 2名  

出席者数 12名（内委任状 2名） 
○ 審議事項    任期満了に伴う役員・評議員再任について 

2008 年度事業報告（案）について 

2008 年度会計報告（案）について 

2009 年度事業計画（案）について 

2009 年度収支予算（案）について 

その他 

 アファンセンターについて（報告） 

 新公益法人について 

 事業連動寄付について（報告） 

 信濃町産廃対策住民の会 請願書連署の依頼について 

 ロゴマークについて 

 

(イ) 評議員会 
 
○ 日時     2009年 5月 21日（木） 15：30～17：00 
○ 出席者数   評議員総数 10名 

出席者数 10名(内委任状 4名) 
○ 審議事項   2009年度事業計画（案）について 

2009 年度収支予算（案）について 

         その他 

 アファンセンターについて（報告） 

 新公益法人について 

 事業連動寄付について（報告） 

 信濃町産廃対策住民の会 請願書連署の依頼について 

 ロゴマークについて 
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３ 各事業報告 

 

 
(ウ) 森林維持管理整備 

 
本年度の森林整備内容は、これまで整備を行なってきた場所へ「植樹」から「伐採」まで

の造林施行が中心となりました。また、「南エリア」（2008年度トラスト地）では、隣接地と
の境界のヤブ刈り作業を行ないました。 
以下に、主な活動内容を示します。 
 
※ 南エリアでの本格的な整備作業は行っておりません。まず、整備前の状況を把握・記録

することを優先し生物等の調査活動を行っております。今後、整備活動と生き物との関

連性や整備活動の評価を生き物の視点から示したいと考えております。 
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３ 各事業報告 

 

 
表：主な森林維持管理作業内容（2009年度） （1/2） 

施行内容 主な位置 作業内容 
施行時期（月） 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 

幼木手入れ 

 

全域 雪圧により折れてしまった幼樹に添え木をし、紐

で縛り、生育の補助を行った。 
下         

雪起こし 

 

全域 雪圧により倒伏した幼齢木を起こして木が通直に

育つための補助を行った。 
下         

弥生池の 

護岸整備 

a 弥生池の一部で、粗朶（細い木の枝を束状にした

もの）を使った護岸整備を試験的に行なった。 
下         

植栽 1 b 

 

地元森林組合から購入した苗木 4 種 370 本の植

樹及び食害や雪害により枯れてしまった場所へ

実生苗約 260 本の移植作業を行なった。作業は

ボランティアの方々にご協力いただいた。 

下 中        

チップ敷き  踏圧から土壌を守るため、人が多く入る場所を中

心に前年の伐採木をチップにしたものを敷いた。

作業はボランティアの方々にもご協力いただい

た。 

 上        

間伐 c 杉を中心に形質不良木を主体に伐採を行った。  下        

下草刈り 全域 植栽木及び稚樹の成長を助け、形質劣化を防ぐ

ために、下草刈りを行った。 
 下 全 全 全 上    

ヤブ刈り 

ツル切り 

 

d 

新しいトラスト地の外周及びアクセス路のヤブ刈

りを行なった。また、一部ツル切りを行なった。 
  下       

ヤブ刈り 2 e 整理伐実施のためのヤブ刈りを行なった     中     

整理伐1 

 

e 枯死や幹折れ、形質劣化をしているものを中心

に伐採を行った。 
     

中

下 
   

ヤブ刈り 3 f   

g 

整理伐実施のためカラマツ林の林床のヤブ刈り

を行なった。 
      上   
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３ 各事業報告 

 

 

表：主な森林維持管理作業内容（2009年度） （2/2） 

施行内容 主な位置 作業内容 
施行時期（月） 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 

植栽 2 h 食害や雪害により枯れてしまった 2008 年植栽地

への約100本の補植を行なった。 
      中   

整理伐2 g 

 

カラマツ林の形質不良木の伐採を行った。 
      

上 

中 
  

集材 g 

 

伐採したカラマツの集材を行った。 
       

中

下 
 

萱刈り i 萱場の刈り払い作業を行った。作業はボランティ

アの方々にもご協力いただいた。 
       中  

高枝切り 全域 植栽木にマイナス影響を与える枝の除去を行な

った。 
        上 
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３ 各事業報告 

 

 

 

主な森林維持管理整備作業位置図（2009年度） 北エリア 

a

b 

b 

b 

b 
b 

b 

b 

c 

c 

h 

i 

e 

g 

f 
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３各事業報告 
 

 

 
主な森林維持管理整備作業位置図（2009年度） 南エリア 

d 
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３ 各事業報告 

 

 
① 植 樹 

 
ネズミによる苗木の食害多し 
今年度は植栽木の根がかじられるネズミによる食害が非常に多く、植栽後 4年経過したも
のまでが被害に遭い、過去にない数の植栽木が枯れてしまいました。被害地へは約 360本の
苗木を補植しましたが、すべての被害を補えるものではありませんでした。（下写真） 
 

  

根をかじられてしまい 
自立できず倒れているクヌギ。 

かじられたクヌギの根 

 
 
食害地への補植と合わせて 730本を植樹 
前年度に整理伐を行なった場所、および食害や雪害により枯死した場所へ、合わせて約 730
本の苗木を植栽しました。（p.7地図 b、h） 

 
整理伐下エリアへ植える樹種の選定には、緩やかな傾斜地であり土壌水分の多少が場所に

よって違うこと、また伐採した樹種がどのような土壌を好むものであったかがポイントとな

りました。検討の結果、 
・比較的土壌水分の少ない場所へはブナ・コナラ 
・土壌水分の多い場所へはカツラ 
を、植栽しました。 
 
食害や雪害のあったエリアへはコナラを植栽しました。地元の森林組合から購入した苗木

だけではなく、アファンの森内の実生苗も移植しました。また、2006 年植栽地（p.7 地図地
図 h）へは、植栽したアオダモの生長が良かったため、食害にあったコナラについては一部
樹種を行い、アオダモ（購入苗）を植栽しました。 



2009 年度事業報告書 - 11 -

３ 各事業報告 

 

 
② ヤブ刈り 

 
「南エリア」の外周とアクセス道を明確に 
 2009年 2月にトラストが完了した「南エリア」約 12haの山林について、隣接地との境界
をあきらかにするためにヤブ刈り作業を行ないました。また、公図上は公道が存在するもの

の長い間放置されてきた場所であり、現状ではほとんどがヤブに覆われてしまって不明であ

る場所も多いため、アクセス道のヤブ刈り作業も数箇所行ないました。 
 

  

 

 

2008年度トラスト地の様子 
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３ 各事業報告 

 

 
③ 水辺の護岸整備 

 
弥生池を粗朶（そだ）で護岸 

2008年秋に、水質や底質浄化、底泥の堆積状況を確認、さらには単一になりつつある水辺
環境にかく乱を与えること、を期待して弥生池のかいぼり作業を行いました。その後もより

効果を得るために 2009年の春先まで水を張らず「池干し」を行ないました。（p.7地図 a） 
 
岸辺が削られている場所も多く見られ、岸の形状改修等を実施することの必要性について

は、水生生物の調査結果からも指摘されています。（「浅瀬のない単調な岸形状」と「水生植

生については変化がない」ことは、生物多様性と水質維持機能の向上を見据える上で見逃せ

ない事項である。） 
今回は水中生物の生息環境創出も視野に入れ、試験的に粗朶を使った約 7メートルの護岸
整備を行ないました。粗朶と粗朶を固定する杭には、水辺でも腐らずに根付くヤナギやハン

ノキを主に使用しました。（次ページ写真） 
 
 
※ 弥生池は造成から 17年が経過しています。かつてはニコルが泳いだことがありましたが、
近年は一年中水が濁っています。今回のかいぼりでは、若干の水質、底質の向上は認め

られたものの、底泥の堆積量が多く、かいぼりの効果を考えるほど十分な作業は実施で

きませんでした。しかし、底泥の堆積状況やかかる作業労力、泥上げポンプの効率など、

実施してみて始めたわかったことも多く、今後本格的にかいぼりを実施するには、重機

やバキュームカーの利用を検討する必要があることも分かりました。 
 

 

 




